






要約 

IUGR症例にヘパリン・マルトース療法を施行し,その前後で母体血中のIGF-Iを測定した。

ヘパリン・マルトース療法を行った 6例中 5例で胎児発育の改善がみられた。母体血中の

総 IGF-I はヘパリン・マルトース療法前後で差は見られなかった。しかし,生物活性のある

遊離 IGF-Iは治療後,胎児発育の改善の認められた6例中 5例に増加が認められた。治療前

の遊離IGF-I/総IGF-I比を100とすると,治療後はこの比は6例の平均で147に増加した。

また,治療により胎児発育の改善が見られなかった1例ではこの比は 67と逆に低下した。

以上より,ヘパリン・マルトース療法の作用機序は従来言われてきたような,胎盤の微小循

環の改善のほかに IGF-I を介した作用機序も考えられる。 


